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2023年度スマート・テロワール協会地域活動支援事業参加申込書
	
	
	

	申込者

情報
	区分
	◯ 個人　　　● 団体　（どちらかを●に）

	
	団体名
	月山の粉雪普及実行委員会

	
	個人名
	

	
	団体代表者名
	（株式会社アイディア代表取締役）北風秀明

	
	住所
	山形県鶴岡市山王町9-23

	
	E-mail
	kitakaze@idea-jitsugen.com

	
	電話
	0235-29-6188

	
	活動地域
	山形県庄内地方

	活動概要
	2年前から鶴岡市の月山高原で小麦の栽培が本格的に始まったが、製粉においてロットや金額の課題があった。今春に西川町の玉谷製麺所が石臼式の製粉機を導入したことをきっかけに小ロットの製粉が可能となり、一気に商品化への道が開いた。この小麦粉を月山の粉雪と名付けて、2022年度スマート・テロワール協会から活動支援をいただき、現在ブランド化にむけて普及活動をしている。

しかし、ブランド化実現のためには商品の普及活動をさらに継続して行う必要がある。

また、今後生産から流通まで安定的に継続するためには消費者および加工業者に積極的に「月山の粉雪」を利用してもらわなければならない。

私たちは、庄内地域に暮らす消費者ならびにレストラン経営者、シェフに「月山の粉雪」の価値と商品の優位性を紹介するために以下の活動を行う。最終的には小麦を中心とした食のテロワール観光の実現をも目指していきたい。

1. 「月山の粉雪」を使用している地域のレストラン、菓子店、ベーカリーを回るスタンプラリー企画を開催。

2. 地域内での商品流通を検討し、実践し、確立する。

3. 生産現場を見学しながら、親子向けの体験型イベントを開催する。
	

	活動詳細
	目指す姿
	「月山の粉雪」で繋がる地域テロワール

	
	達成時期
	2025年3月31日

	
	マイルストン
	2024年3月31日時点で地域内商品流通の仕組みが確立していること
また、少なくとも製麺工場1社と契約

	
	重点課題
	大量にそして安定的に小麦粉を消費する業者（製麺工場、パン工場等）との契約
地域住民への地消地産の啓蒙

	
	進捗状況
	「月山の粉雪」として商品化までできている

	
	協力者
	月山高原農地委員会、月山ろく環境保全会、株式会社アインテック、株式会社まいすたぁ、有限会社玉谷製麺所

	
	総予算
	150万円
（イベント関連経費、広告宣伝費、商品PR経費、営業経費）

	支援希望形態
	● 資金支援　◯ 助言支援　◯ 協業支援
	

	支援希望額
	100万円
	


· 活動詳細については複数行で入力されても構いません

· 活動内容の理解を深めるための資料がありましたら添付して下さい

· この申込書に記入のうえ、mail@smart-terroir.com 宛お送りください


